
４
病
棟(

看
護
単
位)

を
設

置
し
ま
す
。
各
病
棟
に
は

｢

Ｋ｣
｢

Ｅ｣
｢

Ｉ｣
｢

Ｏ｣

と

命
名
し
、
例
え
ば
10
Ｋ
病
棟
、

９
Ｅ
病
棟
な
ど
と
呼
称
す
る

プ
ラ
ン
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
加
え
中
央
診

療
部
門
と
し
て
中
央
手
術
室

(

27
室)

、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
な
ど

の
放
射
線
診
断
部
門
、
血
管

内
治
療
部
門
、
放
射
線
治
療

部
門
、内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
、

輸
血
・
細
胞
療
法
部
、
血
液

浄
化
・
透
析
セ
ン
タ
ー
、
病

理
診
断
部
門
な
ど
を
設
け
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(

図
１
、２
、３
、４
、５)

【
新
病
院
棟
建
設
の
詳
細
な

計
画
に
つ
い
て
は
２
面
に
掲

載
】

企
三
四
会
長
は
、
塾
評
議
員

・
理
事
の
立
場
か
ら
早
く
か

ら
把
握
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
募
金
活
動
が
開
始
さ
れ
た

本
年
初
め
よ
り
、
三
四
会
内

に
募
金
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
を
提
唱
さ
れ
、
本
年
６

月
の
三
四
会
評
議
員
会
で
承

認
さ
れ
た
の
ち
、
以
下
の
メ

ン
バ
ー(

会
長
指
名)

で
ス

タ
ー
ト
し
た(

委
員
長
・
副

委
員
長
は
タ
イ
ト
ル
欄)

。

委
員
：
熊
井
浩
一
郎(

監
事
、

46
回)

、水
野
嘉
夫(

副
会
長
、

47
回)

、
武
田
純
三(

理
事
、

病
院
長[

当
時]

、52
回)

、久

慈
直
昭(

評
議
員
、
61
回)

、

中
川
種
昭(

理
事
、64
相
当)

、

深
川
和
己(

理
事
、68
回)

、

宮
川
義
隆(

理
事
、70
回)

顧
問
：
会
長
、
渡
辺(

理
事
、

新
病
院
棟
建
設
企
画
担
当
教

授
、
64
回)

早
速
、
８
月
26
日
に
第
１

回
委
員
会
を
開
催
し
、
募
金

学
年
幹
事
会
の
立
上
げ
を
決

議
し
、
９
月
の
理
事
会
で
承

認
を
受
け
、現
在
、そ
の
キ
ッ

ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
向

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の｢

三
四
会
募

金
学
年
幹
事
会｣

に
つ
い
て
、

述
べ
、
さ
ら
に
関
連
す
る
と

こ
ろ
の
、
過
ぎ
去
っ
た
塾
創

立
１
２
５
年
・
１
５
０
年
事

業
に
つ
い
て
も
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
過
去
に

例
を
見
な
い
ほ
ど
の
き
わ
め

て
多
額
の
募
金
事
業
を
行
う

に
当
た
っ
て
は
、
現
時
点
で

考
え
ら
れ
る
限
り
の
執
行
組

織
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
実
働
年
代
と

考
え
ら
れ
る
37
〜
90
回
の
卒

年
ご
と
に
、
そ
の
任
に
最
適

と
考
え
ら
れ
る
数
名(

ク
ラ

ス
評
議
員
、
体
育
会
・
文
科

系
団
体
責
任
者
、
各
種
催
事

役
員
経
験
者
や
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
顕
著
な
会
員
な
ど)

に
よ
る
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
推
薦

を
各
ク
ラ
ス
評
議
員
に
お
願

い
し
、
現
在
ま
で
に
90
名
を

超
え
る
被
推
薦
者
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
会
員
に
三
四
会
募
金
学

年
幹
事
へ
の
就
任
に
係
わ
る

承
認
を
取
っ
て
い
る
過
程
に

あ
る
。

そ
し
て
、
10
月
12
日(

土)

に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
で

開
催
さ
れ
る
、
恒
例
の｢

三

四
会
支
部
長
会｣

の
直
前
に
、

戸
山
芳
昭
塾
常
任
理
事(

信

濃
町
新
病
院
棟
建
設
募
金
事

業
戦
略
会
議
議
長
、54
回)

お

よ
び
末
松
誠
医
学
部
長(

62

回)
の
参
加
の
も
と
に
、
こ

の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
間
の
経
過
に
関
し
て
、

い
さ
さ
か
性
急
で
あ
る
と
の

そ
し
り
を
免
れ
る
こ
と
は
困

難
で
は
あ
る
が
、
募
金
活
動

の
常
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
ダ

ッ
シ
ュ
が
成
功
の
鍵
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敢
え
て

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
選

ん
だ
こ
と
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

最
後
に
、
今
回
の
医
学
部

創
立
１
０
０
年
と
、
過
去
の

塾
創
立
１
２
５
年
お
よ
び
１

５
０
年
事
業
に
つ
い
て
、
蛇

足
な
が
ら
、
若
干
の
見
解
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

回
募
金
事
業
成
功
の
一
助
と

し
た
い
。

冒
頭
部
分
で
述
べ
た
よ
う

に
、
１
９
８
３
年
の
塾
創
立

１
２
５
年
募
金
の
ほ
と
ん
ど

が
、
大
学
病
院
２
号
館(

旧

称
、
新
棟)

建
設
に
費
や
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
１
５
０

年
事
業
で
は
信
濃
町
キ
ャ
ン

パ
ス
以
外
の
老
朽
化
し
た
教

育
施
設
の
拡
充
が
主
な
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
医
学

部
・
病
院
に
対
し
、
別
館
跡

地
へ
の
３
号
館
建
設
等
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
そ
の
際
、
主

に
三
四
会
員
よ
り
新
病
院
棟

建
設
の
た
め
に
と
ご
寄
付
い

た
だ
い
た
部
分
は
約
12
億
円

に
も
達
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
塾
内
資
金
と

し
て
、
現
在
も
し
っ
か
り
と

保
全
さ
れ
て
お
り
、
ご
寄
付

い
た
だ
い
た
浄
財
額
は
そ
の

ま
ま
、
今
回
の
医
学
部
１
０

０
年
募
金
事
業
実
績
と
し
て

記
録
さ
れ
、
将
来
的
に
は
今

回
の
募
金
額
と
合
わ
せ
て
、

『

三
田
評
論』

お
よ
び『

慶

應
義
塾
醫
学
部
新
聞』

で
広

示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

１
２
５
年
時
の
新
棟(

当

時)

建
設
時
、塾
か
ら
の
支
出

予
定
が
30
億
円
で
あ
っ
た
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の

そ
れ
は
１
４
０
億
円
と
い
う

巨
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
今
回
す
で
に
実
行
に
移

さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ン(

別
項
、

渡
辺
記
事)

が
、今
後
の
１
世

紀
を
見
越
し
て
の
、｢

世
界

に
冠
た
る
総
合
医
学
府｣

を

こ
の
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に

構
築
し
よ
う
と
い
う
医
学
部

・
三
四
会
の
み
な
ら
ず
塾
全

体
に
と
っ
て
も
こ
れ
ま
で
類

を
み
な
い
ほ
ど
の
遠
大
な
意

思
表
示
で
あ
り
、
５
年
前
の

塾
創
立
１
５
０
年
記
念
事
業

に
お
け
る
病
棟
計
画
を
ベ
ー

ス
に
持
つ
も
の
の
、
そ
れ
か

ら
は
著
し
く
進
展
し
た
と
こ

ろ
に
、
塾
全
体
で
舵
を
向
け
、

大
き
く
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
し

た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

図
で
も
明
ら
か
な
と
お
り
、

塾
員
・
企
業
に
三
四
会
割
当

て
以
上
の
寄
付
を
お
願
い
す

る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、

ぜ
ひ
と
も
三
四
会
に
期
待
さ

れ
て
い
る
募
金
額
を
達
成
し

て
、
総
額
１
０
０
億
円
の
本

募
金
事
業
を
成
功
さ
せ
た
い
。

１
０
０
年
に
１
度
の
こ
の
、

文
字
ど
お
り｢

超｣

が
つ
く

大
事
業
を
完
遂
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
、
会
員
諸
氏

に
は
、
前
述
の
よ
う
な
事
情

よ
り
ご
無
理
を
承
知
の
上
で
、

絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
ご
意
見

等
、
三
四
会
事
務
所
あ
て
に

多
く
お
送
り
い
た
だ
き
、
こ

の
募
金
活
動
を
三
四
会
全
体

で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

本
年
９
月
の
慶
應
義
塾
理

事
会
と
評
議
員
会
に
お
い
て

｢

大
学
病
院
１
号
館

(

新
病

院
棟)

新
築
工
事
な
ど｣

に

つ
い
て
の
稟
議
が
承
認
さ
れ
、

設
計
施
工
を
担
当
す
る
竹
中

工
務
店
と
の
契
約
が
完
了
し

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
新
病
院

棟
建
設
に
向
け
て
の
工
事
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

昨
年
９
月
の
理
事
会
、
評

議
員
会
に
お
い
て｢

医
学
部

創
立
１
０
０
年
記
念

新
病

院
棟
建
設
事
業
募
金｣

が
協

議
さ
れ
、
新
病
院
棟
建
設
計

画
が
承
認
さ
れ
た
の
を
受
け

て
、
本
年
１
月
に
設
計
監
理

監
修
者
と
し
て
日
揮
が
、
設

計
施
工
者
と
し
て
竹
中
工
務

店
が
選
定
さ
れ
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
中
核
で
あ
る
１
号

館
の
設
計
作
業
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
新
病
院
棟
建

設
実
行
委
員
会
の
も
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
が
設
置

さ
れ
そ
の
事
務
局
で
あ
る
新

病
院
棟
開
設
準
備
室
が
メ
イ

ン
エ
ン
ジ
ン
と
な
り
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
２
月
に
は
40
を
超
え

る
院
内
外
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
、
半
年

間
に
わ
た
る
設
計
作
業
が
行

わ
れ
７
月
の
時
点
で
基
本
設

計
が
完
了
し
ま
し
た
。

１
号
館
建
設
予
定
地
は
中

央
棟
北
側
、
６
、
７
号
棟
、

放
射
線
治
療
棟
、
Ｃ
Ｔ
―
Ｍ

Ｒ
棟
お
よ
び
臨
床
講
堂
な
ど

の
エ
リ
ア
と
な
り
ま
す
。
工

事
は
１
期
、
２
期
お
よ
び
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
棟
建
設
の
３
ス

テ
ッ
プ
で
行
わ
れ
、
２
０
１

７
年
度
に
１
号
館
の
２
期
部

分
が
竣
工
し
、
引
き
続
き
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す

予
定
で
す
。
そ
の
後
に
既
存

棟
の
解
体
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

棟
の
建
設
が
行
わ
れ
ま
す
。

建
築
面
積
は
８
７
９
８
平

米
、
延
べ
床
面
積
は
７
４
６

０
９
平
米
で
地
上
11
階
、
地

下
２
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造(

一
部
鉄
骨
造)

で
免

震
構
造
を
備
え
ま
す
。
こ
の

建
物
は
主
に
外
来
と
中
央
診

療
部
門
を
配
置
す
る
地
下
１

階
か
ら
地
上
６
階
ま
で
の
低

層
部
と
病
棟
を
配
置
す
る
７

階
か
ら
10
階
の
高
層
部
か
ら

な
り
ま
す
。
こ
こ
に
約
８
０

０
床
の
病
床(

集
中
治
療
系

を
含
む)

を
設
け
、
現
外
来

機
能
の
お
よ
そ
80
％
を
移
転

さ
せ
ま
す
。
高
層
部
の
病
棟

部
分
に
は
１
フ
ロ
ア
あ
た
り

ダ
ウ
ン
症
の
娘
を
授
か
っ

て
、
12
年
に
な
る
。
知
的
に

は
か
な
り
ゆ
っ
く
り
だ
が
、

大
き
な
内
臓
疾
患
は
な
く
彼

女
の
ペ
ー
ス
で
順
調
に
育
っ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
間
、

そ
し
て
今
後
も｢

障
害｣

と

い
う
言
葉
が
、
本
人
に
は
何

の
非
も
無
い
訳
だ
が
、
い
つ

も
付
い
て
回
る
。

健
常
と
比
べ
る
と
能
力
が

少
な
い
か
ら
、
何
か
を
行
な

う
に
あ
た
り｢

差
し
障
り
が

あ
る｣

と
い
う
意
味
で
あ

る
。本

来
は
そ
の
差
し
障
り
と

い
う
意
味
で
、
障｢

礙｣

あ

る
い
は
障｢

碍｣

と
い
う
字

を
用
い
る
の
だ
が
、
当
用
漢

字
の
制
定
と
同
音
の
漢
字
に

よ
る
書
き
換
え
等
に
よ
り

｢

害｣

と
い
う
字
に
置
き
換

え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う

だ
。
障｢

害｣

と
書
く
よ
う

に
な
る
と
、｢

害｣

と
い
う

文
字
が
持
つ
何
と
も
言
え
な

い
悪
印
象
の
た
め
、
本
来
の

差
し
障
り
の
意
味
か
ら
離
れ

て
し
ま
い
、
ま
る
で
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
人
の
存

在
そ
の
も
の
が
社
会
に
と
っ

て
害
に
な
っ
て
い
る
、
と
で

も
言
わ
ん
ば
か
り
の
全
く
誤

っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
人
々
に
植

え
付
け
て
し
ま
う
事
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

そ
も
そ
も
健
常
を
基
準
に

す
る
か
ら
、
何
か
が
足
り
ず

差
し
障
る
と
い
う
事
に
な
る

訳
で
、
健
常
を
尺
度
に
し
て

考
え
る
こ
と
自
体
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
う
ち
の
娘
の
場
合
、
同

年
代
の
小
学
６
年
生
に
比
べ

れ
ば
、
そ
の
10
パ
ー
セ
ン
ト

の
能
力
も
無
い
で
あ
ろ
う

が
、
養
護
学
校
で
の
毎
日
を

精
一
杯
、
１
０
０
％
の
力
を

出
し
切
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
。
彼
女
の
中
で
は
１
０
０

％
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

健
常
と
比
べ
る
と
出
来
る
事

が
少
な
い
の
は
事
実
で
は
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
社
会
の

害
に
な
っ
て
い
る
事
は
一
切

無
い
。
毎
朝
、
娘
を
養
護
学

校
へ
送
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
学

友
達
に
接
す
る
と
、
各
人
が

各
人
の
１
０
０
％
で
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
が
肌
で
感
じ
取

れ
る
。

ダ
ウ
ン
症
を
は
じ
め
様
々

な
障
碍
を
も
つ
人
達
が
、
そ

の
ハ
ン
デ
ィ
を
引
き
受
け
て

く
れ
る
か
ら
こ
そ
、
健
常
者

が
健
常
に
生
を
与
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
担
保
し
て
く
れ

て
い
る
の
だ
と
、
心
に
刻
む

よ
う
に
な
っ
た
。

(

す
わ
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長

目
黒
区
医
師
会
理
事

田
島
厳
吾

72
回)

(�) 平成��年��月��日 (昭和26年４月18日第三種郵便物認可) 慶 應 義 塾 医 学 部 新 聞 毎月20日発行 定価１部20円 第���号

発 行 所

〒160―8582
東京都新宿区信濃町35

電話(3353)1211 内線64996
会員については会費

三四会医学部新聞編集室

に購読料が含まれる
発行人 比企 能樹
毎月 １回20日発行

鑑鑑鑑
往往往
知知知
来来来

医化学教授

末松 誠 (62回)

生理学教授

岡野 栄之 (62回)

小児科教授

高橋 孝雄 (61回)

医学部長大学院医学研究科委員長副病院長
(医療安全担当)

病院長

リウマチ内科教授

竹内 勤 (59回)

病理学教授

坂元 亨宇 (64回)

坂口光洋記念システム医学講座教授

洪 実 (65回)

看護部長

鎮目 美代子

医学部長補佐
(教育担当)

医学部長補佐
(研究､国際イノベーション拠点担当)

副病院長
(職場環境･看護担当)

副病院長
(診療部門(入院･救急診療施設)担当)

外科学教室(一般･消化器)教授

北川 雄光 (65回)
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医 学 部病 院

泌尿器科学教授

大家 基嗣 (66回)

副病院長
(医療情報･臨床研究担当)

精神神経科学教室教授

三村 將 (63回)

副病院長
(診療部門(外来)担当)

先端医科学研究所遺伝子制御研究部門教授

佐谷 秀行 (60相当)

医学部長補佐
(研究･教育､国家プロジェクト担当)

皮膚科学教授

天谷 雅行 (64回)

医学部長補佐
(診療､医療情報二次利用担当)
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10
月
１
日
よ
り
、
医
学
部
・
病
院
と
も
新
し
い
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
４
期
目
を
迎
え

る
末
松
誠
医
学
部
長
、
こ
の
た
び
病
院
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
竹
内
勤
病
院
長
の
も
と
、

医
学
部
１
０
０
年
、
新
病
院
棟
建
設
に
向
け
て
大
い
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
。
医
学
部
は
医
学

部
長
補
佐
４
名
と
大
学
院
医
学
研
究
科
委
員
長
が
１
名
、
病
院
は
副
病
院
長
５
名
で
の
体
制
と

な
る
。
【
こ
の
度
就
任
し
た
研
究
科
委
員
長
・
医
学
部
長
補
佐
・
副
病
院
長
に
よ
る
抱
負
は
本
紙
３
面
に
掲
載
】

新新病病院院棟棟建建設設
ススタターートトにに向向けけてて

図
１

１
号
館
完
成
予
想
図

図３ １号館断面図 (フロアプラン)

プロジェクトの概要と
事業推進体制

渡辺 真純新病院棟建設企画担当 (64回)

渡
辺
真
純
理
事(

新
病
院

棟
建
設
企
画
担
当
教
授
、
64

回)

が
別
項
に
詳
細
を
掲
げ

た
医
学
部
創
立
１
０
０
年
新

病
院
棟
の
建
設
に
当
た
っ
て

は
、
３
０
０
億
円
の
経
費
が

見
込
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
１

４
０
億
円
が
塾
よ
り
、
60
億

円
が
医
学
部
・
病
院
よ
り
支

出
さ
れ
、
あ
と
の
１
０
０
億

円
が
募
金
に
割
り
当
て
ら
れ

て
い
る
。そ
の
う
ち
、60
〜
70

億
円
が
一
般
塾
員
な
い
し
企

業
よ
り
で
、
あ
と
の
30
〜
40

億
円
が
三
四
会
に
期
待
さ
れ

て
い
る
募
金
額
で
あ
る(

図)

。

し
か
し
こ
の
、
30
〜
40
億

円
と
い
う
数
字
が
、
き
わ
め

て
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
２

号
館(

旧
称
、
新
棟)
建
設
に

特
化
し
た
塾
創
立
１
２
５
年

記
念
事
業
募
金
時
の
、
好
景

気
下
、武
見
三
四
会
長(

当
時)

の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
、
三
四
会
実
績
が
37
億
円

で
あ
っ
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

塾
創
立
１
５
０
年
記
念
募
金

が
つ
い
３
年
前
ま
で
行
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
で
あ

る
。
な
お
こ
の
と
き
の
、
２

号
館
建
設
に
要
し
た
費
用
が

１
８
０
億
円
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
冒
頭
に
述
べ

た
３
０
０
億
と
い
う
数
字
の

大
き
さ
を
実
感
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
実
状
を
、
比

三
四
会
募
金
学
年
幹
事
会

キ
ッ
ク
オ
フ
に
当
た
っ
て

吉
野

肇
一

三
四
会
募
金
委
員
会

委
員
長(

評
議
員
会
議
長)

(

44
回)

黒
瀬

巌

副
委
員
長(

理
事)

(

65
回)

図 医学部創立100年信濃町新病院棟建設募金事業計画
(第７回信濃町新病院棟建設募金事業戦略会議
Ｈ25.９.２資料を改変) 図４ １号館エントランス外観予想図

図
２

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
鳥
瞰
図
と
既
存
施
設
解
体
エ
リ
ア(

左
下)


